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学位論文内容の要旨 
 
近年のインターネットの発展に伴い WWW(World Wide Web) 上に存在する文書情報は爆発的に
増加し，多様化している．また，不特定多数に向けての情報発信が容易になったことによるアマ
チュアによる文芸作品の公開や，著作権の切れた文芸作品を電子テキスト化して公開しているイ
ンターネット電子図書館の存在などから文芸テキストも WWW 上に多数存在するようになった．
このような状況において，ユーザが要求するテキストを提示する技術の必要性は増しており，ま
た，複雑な要求にも柔軟に対応できることが求められる．このような技術の実現のためには表層
的な情報だけではなく，意味的な情報を考慮する必要があると考えられる．本研究ではこの意味
的な情報に関して，テキストに記述されてある事象に着目する．本論文では特に文芸テキストを
対象とし，俳句の構造解析と物語の自動要約という 2 つの具体的なタスクにおいて事象抽出に関
する手法を提案する．俳句の構造解析では，俳句の示す情景的な事象を書き下し文の形として抽
出する手法を提案した．俳句の解釈は個人によって異なると考えられるが，本手法では俳句の理
解過程が統語的な処理によるものと感性的な処理によるものとに分けられるというモデルに基づ
き，俳句の形式的な特徴を利用してその統語的な処理で得られる意味を得る．近代俳句を用いた
実験では，俳句の示す情景的な事象については構造解析によって抽出が可能であることを示した．
物語の自動要約では，物語の内容にとって重要な事象を登場人物表現に着目して抽出を行い，そ
の抽出した事象間の関係を補完するような文を挿入することで要約文書全体の整合性を考慮した
要約生成の手法を提案した．有効性を確認するため実際の物語を対象とした被験者の主観的評価
による実験では，文を単位とした抽出による要約生成手法に比べて，事象を単位とする本提案手
法の方が内容理解において良好な結果を得ることができることを示した．以上から，事象という
ある程度意味に近い単位を考慮することによって，文に比べて事象を単位とする方がよりユーザ
に正しい理解を導く情報を提示することが可能であることを明らかにすることができた． 
 論文審査結果の要旨 
 
  電子図書館やインターネットの普及で，メディアとしてのテキストがもつ意味情報を構造から
自動的に抽出する方法がますます重要になってきている．この時代背景の下で，本論文では文芸
テキストを対象に選び，その構造解析を試み所定の実験システムを構成して議論を展開している．
文芸テキストのうち，俳句(定型詩)と物語を実験的に吟味し，事象意味データの抽出方法を得て
いる． 
  俳句では，情景的な意味と心情的な意味が特徴的であるが，情景事象をテキスト構造から辞書
などを用いて情景書き下し文に翻訳することにより情景的な意味を得ている．解析および翻訳シ
ステムには，言語 Perl，リレーショナルデータベース管理システム MySQL を適用している．こ
のシステムは，感性的な要素をもつテキスト処理への接近という意義をもつ．物語テキストに対
しては，その要約を自動抽出する方法を提案している．物語に含まれる事象(意味)の関係に着目
して事象を登場人物表現から抽出し，また抽出事象間の関係を補完する文の挿入によって物語要
約の整合性をはかる手法を援用している(言語 Perl, システム MySQL を適用している)．物語の
内容理解への補助貢献，要約文章の読みやすさという視点からの有効性も被験者による実験で主
張している． 
  工学的な視点から論文を吟味すると，2 つの対象領域における実験は，テキストメディアに包
含される構造に関わる操作方法が技法として採用されている．これは，近年の社会基盤を支える
知識工学詳細化技術である．また，システム構成には，目的に対して操作系の使用を定め，有効
な言語系を適用する系統的なプログラミング技法(ソフトウェア工学の一手法)が包含されている．
構成された実験システムの動作結果は入力データに対する統計的な確からしさとして評価され確
認されている．これにより，事象抽出方法は所定の段階に至っている． 
  以上から，本論文はテキストメディアの事象意味をテキスト構造などから自動的に抽出する工
学的な方法を扱い，実験システムの構成とその動作確認を述べたものと評価でき，その結果およ
び関連課題は雑誌論文として公表されている．結果はまた，事象記述方法やテキスト理解支援シ
ステム構成論という工学的設計技法への接近を示唆している．よって，本学位審査会は本論文が
博士(工学)の学位に値すると判定する． 
